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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年6月10日(2010.6.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　プロピン改変ホスホロチオエートオリゴヌクレオチドは、標的mRNAに対するその親和性
の増加によって、非改変ホスホロチオエートより低い濃度（Wagner et al.、1993、上記
）およびより短いオリゴヌクレオチドの長さ（Flanagan、Nucleic Acids Res. 24：2936
～2941、1996a）でmRNAを阻害でき、そして、標的細胞に対するアプタマーの影響が発生
することを理論的には減少させることから選択された(Flanagan et al., Nat. Biotechno



(2) JP 2006-520586 A5 2010.8.5

l. 14: 1139-1145, 1996b; Flanagan and Wagner, Mol. Cell Biochem. 172: 213-225, 1
997)。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　（表１）核酸分子の要約
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